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 県産針葉樹材によるＬＶＬの強度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        （担当 木材部 上席専門研究員 東野 正） 

１ 研究のねらい 

県産針葉樹のアカマツをはじめスギ、カラマ

ツの需要を拡大するために、建築構造用部材と

しての利用を想定してＬＶＬ（単板積層材）を

試作し、強度性能について調査を行った。 

 

２ 試験方法 

(1) 供試材料 

県産アカマツ、スギ、カラマツ及び比較のた

めにシベリアカラマツ、オウシュウアカマツの

長さ 192 ㎝、巾 91 ㎝、厚さ 3 ㎜のロータリー

単板を供試材とした。 

(2) ＬＶＬの試作 

レゾルシノール樹脂接着剤を使用し、単板の

積層数を 15 枚と 33 枚の２種類として、コール

ドプレスにより接着を行った後、４×９㎝に挽

き割り供試材とした。 

(3) 強度試験 

曲げ強度試験は試験材の長辺方向に荷重を

加えた。この場合、積層数が 15 枚の試験材で

は接着層と平行方向に荷重をかけたことにな

る。 

 

３ 結 果 

(1) 曲げ強度性能 

ＬＶＬの曲げ強度を一般的な製材品のデー

タと比較すると、いずれの樹種もＬＶＬが製材

品も強度より高い値を示した。（図－１） 

(2) 曲げヤング係数 

ＬＶＬの曲げヤング係数は、110～130tonf/

㎝ 2の値を示した。（図－２） 

(3) ＬＶＬの等級 

今回試作したＬＶＬを構造用単板積層

材の規格で製品区分を行うと、カラマツが

Ｅ120 の特級、スギ、アカマツがＥ100 の

特級に格付けが可能である。 

 

４ 成 果 

今回試作した県産アカマツ、スギ、カラマツ

のＬＶＬはいずれも製材品に比べ強度性能の

向上が認められた。軸材料として高い強度性能

を持つＬＶＬの製造は、本県産の針葉樹の用途

開発につながるものと考えられる。 
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15 枚積層したＬＶＬ   33 枚積層したＬＶＬ

図－１　ＬＶＬと製材品の曲げ強度
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図－２　ＬＶＬの曲げヤング係数
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